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■電車・バスをご利用の場合…❶JR琵琶湖線（東海道本線）能登川駅下車→近江鉄道バス
（八日市駅行き）で金堂竜田口下車、徒歩約15分（全所要時間約25分）
　❷近江鉄道五箇荘駅下車、徒歩約10分
■タクシーをご利用の場合…JR能登川駅から約10分
■お車（名神高速）でお越しの場合［無料駐車場完備］…❶名古屋方面 彦根ICから国道8号で、
南西（大津方面）へ約16㎞／❷大阪方面 竜王ICから国道8号で、北東（彦根方面）へ約16㎞

書の文化にふれる博物館

公益財団法人 日本習字教育財団　観峰館
〒529-1421 滋賀県東近江市五個荘竜田町136
TEL 0748-48-4141   FAX 0748-48-5475   URL https：//kampokan.com
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関 連 イ ベ ン ト │ ※詳しくはホームページでご確認ください。　
※お問い合わせ・ご予約はホームページのお問い合わせメールフォームもしくはお電話にて。

観峰館は、令和7年度に開館30周年を迎えます。この記念すべき年度の最初を飾る展覧会として、春季企画展「中国書法 リレー展示 
何紹基 VS 楊峴」を開催いたします。観峰館所蔵の中国書法資料の中でも、清朝を代表する書家である何紹基（1799～1873）と楊峴
（1819～1896）の作品は、質・量ともに日本屈指のコレクションといえます。何紹基の書は、唐の顔真卿に学び、さらに篆隷の要素を加味し
たもので、とくに行書の独特のうねりと躍動感が、また楊峴の書は、漢の隷書をベースに独自の表現を模索したもので、柔軟な筆線や強烈
に誇張した波磔などが特徴的です。本展では、観峰館開館30周年の節目に、この二人の作品を会期中の前期・後期で入れ替えて公開する
リレー展示とし、個性あふれる二大作家の魅力を発信します。どうぞお楽しみください。
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土曜講座 いずれも13：30～14：30

5月3日（土） 「観峰館所蔵 何紹基作品」（仮）

5月31日（土） 「観峰館所蔵 楊峴作品」（仮）

〔定員〕 各20名

5月5日（月・祝） 14：30～15：30

アンティーク
オルゴール鑑賞会

〔定員〕 30名

何紹基 楊峴VS

観峰館 春季企画展

入館料でご参加いただけます。


